






頭首工及び揚水機等（約2,800箇所）
農業用ため池（約2,500箇所）
主な農業用水路（約3,500km）
  ※各数値は岐阜県農村振興ＧＩＳの計測値

大垣市上石津町内 大垣市内関ヶ原町内

牧
田
川
用
水　

　

鎌
倉
時
代
、
牧
田
川
に
は
今
の
様
な
堤
防
は
な
く
、
川
の
水
は
南
東

の
低
い
方
へ
自
由
に
流
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
人
々
は
め
っ
た

に
水
を
か
ぶ
ら
な
い
高
い
土
地
を
選
ん
で
住
み
始
め
、
次
第
に
集
落
が

形
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
土
地
で
稲
作
を
始
め
た
頃
に

は
、
牧
田
川
の
水
を
利
用
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ふ
だ
ん

か
ら
川
の
水
が
少
な
く
人
々
は
、
水
の
取
り
入
れ
に
大
変
な
苦
労
を
し

て
い
ま
し
た
。
一
部
の
地
域
で
は
、
河
底
の
下
に
丸
太
を
四
角
に
組
ん

だ
長
さ
数
百
メ
ー
ト
ル
の
ト
ン
ネ
ル
を
築
き
、
そ
の
す
き
間
か
ら
落
ち

る
伏
流
水
を
集
め
て
用
水
路
に
流
す
「
筰
桶
（
さ
さ
ら
ひ
）
」
と
い
う

珍
し
い
工
法
を
考
案
し
施
工
し
て
い
ま
し
た
。

　

昭
和
九
年
に
完
成
し
た
現
在
の
頭
首
工
は
、
地
元
で
は
広
瀬
ダ
ム
と

呼
ば
れ
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

池
寺
た
め
池　

　

池
寺
た
め
池
の
受
益
地
は
、
関
ヶ
原
合
戦
の
開
戦
地
と
し
て
史
跡
に

も
指
定
さ
れ
て
い
る
梨
の
木
川
の
両
岸
に
開
け
た
農
地
で
す
。

　

池
は
、
徳
川
幕
府
が
各
地
で
進
め
た
新
規
開
田
事
業
に
よ
っ
て
、
地

区
内
を
南
流
す
る
梨
の
木
川
を
堰
き
止
め
し
築
造
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

相
当
の
歳
月
と
人
海
戦
術
に
よ
り
築
造
さ
れ
た
堤
長
一
五
〇
メ
ー
ト

ル
、
堤
高
二
十
メ
ー
ト
ル
あ
ま
り
の
た
め
池
も
、
築
造
後
約
三
百
五
十

年
経
過
し
た
昭
和
初
期
に
は
、
抜
本
的
な
改
良
工
事
が
な
さ
れ
て
い
ま

す
。 昼

飯
た
め
池　

　

大
垣
市
の
北
西
部
に
位
置
す
る
青
野
地
区
は
、
美
濃
国
分
寺
所
在
地

と
し
て
中
山
道
沿
い
に
古
く
か
ら
開
け
た
地
域
で
す
。
こ
の
地
の
農
業

開
発
は
、
江
戸
時
代
天
和
四
年
（
１
６
８
２
）
青
野
に
館
を
構
え
た
稲

葉
正
次
を
継
い
だ
稲
葉
石
見
守
正
休
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
正

休
公
は
、
村
の
農
事
に
熱
心
で
所
々
に
池
を
設
け
水
利
を
計
り
、
農
業

を
奨
励
し
ま
し
た
。

　

昼
飯
た
め
池
は
、
当
時
設
け
ら
れ
た
池
の
一
つ
と
言
わ
れ
て
お
り
、

現
在
に
至
る
ま
で
大
垣
市
の
穀
倉
地
帯
を
潤
し
続
け
て
い
ま
す
。

　

老
朽
化
が
進
ん
だ
池
は
、
平
成
十
五
年
に
補
修
と
合
わ
せ
周
辺
整
備

も
行
わ
れ
、
当
時
と
は
異
な
る
新
た
な
水
辺
空
間
を
映
し
出
し
て
い
ま

す
。



岐阜市内

郡上市白鳥町内 関市内 七宗町内

各
務
用
水

　
　

各
務
用
水
は
、
明
治
十
六
年
の
大
干
ば
つ
を
き
っ
か
け
に
、
時
の

大
宮
村
（
現
各
務
原
市
）
の
村
長
横
山
忠
三
郎
と
芥
見
村
（
現
岐
阜
市

）
の
下
野
甚
助
ら
が
中
心
と
な
り
、
明
治
二
十
四
年
に
完
成
し
ま
し
た

。
そ
の
後
は
、
天
候
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
豊
富
な
長
良
川
の
恵

み
に
よ
り
安
心
し
て
農
業
が
営
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
総
延
長

約
二
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
水
路
は
、
現
在
も
、
地
域
の
人
々
に
よ
り
大

切
に
守
ら
れ
な
が
ら
、
稲
作
が
行
わ
れ
る
時
期
に
な
る
と
、
関
市
か
ら

岐
阜
市
、
各
務
原
市
の
五
百
八
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
地
へ
長
良
川
の
清

流
を
運
ん
で
い
ま
す
。

那
留
用
水　

　

那
留
用
水
は
、
大
正
六
年
こ
ろ
、
那
留
ケ
野
の
竹
下
喜
一
郎
た
ち
が

そ
の
原
野
を
開
い
て
お
米
を
作
る
た
め
に
計
画
し
た
も
の
で
あ
り
、
牛

道
川
か
ら
那
留
ケ
野
ま
で
の
導
水
に
は
、
珍
し
い
サ
イ
フ
ォ
ン
の
原
理

が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

約
７
０
０
メ
ー
ト
ル
あ
る
サ
イ
フ
ォ
ン
部
は
、
水
が
漏
れ
な
い
構
造

と
す
る
た
め
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
丸
い
管
が
地
中
に
埋
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
管
を
作
る
こ
と
は
、
当
時
の
技
術
で
は
大
変
な
作
業
で
あ

り
、
水
を
通
し
て
み
る
と
途
中
で
水
が
噴
き
出
し
た
り
す
る
な
ど
失
敗

が
数
多
く
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

お
よ
そ
百
年
経
っ
た
現
在
も
運
ば
れ
る
続
け
る
用
水
は
、
那
留
ケ
野

ま
で
上
が
っ
た
時
、
当
時
、
村
の
人
々
が
上
げ
た
歓
喜
を
後
世
に
伝
え

て
く
れ
ま
す
。

上
野
用
水　

　

上
野
用
水
は
、
関
市
下
之
保
に
あ
る
「
道
の
駅
平
成
」
あ
た
り
か
ら

津
保
川
の
水
を
運
ん
で
い
る
用
水
路
で
す
。

　

こ
の
用
水
路
は
、
上
野
地
区
に
住
ん
で
い
た
森
田
権
右
衛
門
が
、
田

ん
ぼ
が
少
な
く
苦
し
い
生
活
を
し
て
い
る
人
々
を
救
う
た
め
に
築
造
し

た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
末
期
の
天
保
十
三
年
（
１
８
４
２
）
に
始
ま
っ
た
工
事
は

完
成
前
に
川
の
中
の
堰
が
洪
水
で
押
し
流
さ
れ
た
り
、
堅
い
岩
が
作
業

を
妨
げ
る
な
ど
、
困
難
の
連
続
で
し
た
が
、
権
右
衛
門
の
強
い
意
志
に

よ
り
成
し
遂
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
功
績
は
、
水
の
心
配
が
な
く
農
業
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
人

々
に
よ
っ
て
石
碑
に
刻
ま
れ
、
後
世
に
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

木
曽
川
右
岸
用
水　

　

木
曽
川
右
岸
用
水
は
、
白
川
町
地
内
で
取
水
し
た
飛
騨
川
の
水
を
、

美
濃
加
茂
市
を
は
じ
め
と
す
る
２
市
５
町
に
渡
る
お
よ
そ
三
千
ヘ
ク
タ

ー
ル
の
農
地
に
運
び
続
け
て
い
ま
す
。

　

河
川
が
低
地
に
あ
り
水
源
に
乏
し
く
、
恒
久
的
な
水
不
足
に
悩
ま
さ

れ
続
け
た
こ
の
地
で
、
木
曽
川
用
水
事
業
が
始
ま
っ
た
の
は
昭
和
三
十

九
年
の
事
で
す
。
昭
和
五
十
一
年
か
ら
通
水
を
始
め
た
お
よ
そ
四
十
五

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
幹
線
水
路
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
導
水
路
ト
ン
ネ
ル

や
管
水
路
で
構
成
さ
れ
、
農
業
用
水
を
中
心
に
水
道
用
水
や
工
業
用
水

も
運
ん
で
い
ま
す
。

　

通
水
後
三
十
年
あ
ま
り
経
過
し
た
現
在
は
、
将
来
に
渡
り
施
設
を
守

り
「
水
」
を
安
定
的
に
供
給
し
て
い
く
た
め
、
施
設
の
劣
化
対
策
な
ど

緊
急
的
な
改
築
事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
濃
圏
域



美濃市内 郡上市大和町内 岐阜市内

関市内 郡上市美並町内 可児市内

曽
代
用
水　

　

曽
代
用
水
は
、
長
良
川
の
水
に
よ
り
岐
阜
県
関
市
か
ら
美
濃
市
の

農
地
を
潤
し
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
初
期
の
寛
文
三
年
（
一
六
六
三

年
）
こ
の
地
に
移
住
し
て
き
た
尾
張
藩
の
喜
田
吉
右
衛
門
と
弟
の
林

幽
閑
は
水
不
足
の
現
状
を
見
か
ね
、
地
元
の
豪
農
の
柴
山
伊
兵
衛
と

談
し
、
長
良
川
か
ら
水
を
引
く
計
画
を
立
て
ま
し
た
。　

三
氏
は
私

財
の
全
て
を
使
い
果
た
し
、
十
年
の
歳
月
を
経
て
よ
う
や
く
約
十
七

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
水
路
が
完
成
し
ま
し
た
。
農
民
た
ち
は
、
三
氏
の

功
績
を
た
た
え
、
今
で
も
毎
年
八
月
一
日
に
例
大
祭
が
行
わ
れ
多
く

の
人
々
が
感
謝
の
祈
り
を
捧
げ
て
い
ま
す
。

剣
用
水　

　

剣
用
水
は
、
長
良
川
の
水
に
よ
り
郡
上
市
大
和
町
と
白
鳥
町
の
農

地
を
潤
し
て
い
ま
す
。
歴
史
は
古
く
成
り
立
ち
は
日
本
最
古
の
女
帝

と
さ
れ
て
い
る
推
古
天
皇
の
時
代
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
江

戸
時
代
後
期
の
文
政
元
年
（
一
八
一
八
年
）
大
島
村
（
現
郡
上
市
白

鳥
町
）
の
新
田
開
発
に
際
し
て
は
、
元
々
、
水
が
十
分
で
は
な
か
っ

た
剣
村
（
現
郡
上
市
大
和
町
）
の
人
た
ち
が
計
画
に
異
議
を
申
し
立

て
、
時
の
藩
が
仲
裁
に
も
加
わ
り
ま
し
た
が
結
局
水
を
巡
る
論
争
が

解
決
さ
れ
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
に
入
っ
て
か
ら
は

、
黒
古
川
（
牛
道
川
と
も
よ
ば
れ
る
）
か
ら
長
良
川
に
取
水
口
が
移

転
さ
れ
、
現
在
は
論
争
も
な
く
、
清
流
を
運
び
続
け
て
い
ま
す
。

中
濃
用
水
（
山
県
用
水
）　

　

山
県
用
水
は
、
鎌
倉
時
代
の
初
期
、
梶
原
平
三
景
時
が
開
削
し
た

と
伝
え
ら
れ
、
流
量
が
少
な
い
武
儀
川
か
ら
流
れ
に
逆
ら
わ
ず
取
水

す
る
た
め
に
、
箕
の
手
せ
き
（
平
面
的
に
川
の
流
れ
に
対
し
て
斜
め

に
作
ら
れ
る
せ
き
）
と
呼
ば
れ
る
せ
き
を
、
松
丸
太
や
蛇
か
ご
を
用

い
て
建
設
し
た
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
取
水
の
位
置
（
現

在
と
ほ
ぼ
同
じ
）
も
、
自
然
条
件
を
把
握
し
た
最
適
な
場
所
で
あ
り

当
時
の
技
術
が
非
常
に
優
れ
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
ま
す
。
現

在
は
、
武
儀
川
か
ら
取
水
し
て
い
た
山
県
用
水
と
千
疋
用
水
と
、
長

良
川
か
ら
取
水
し
て
い
た
池
尻
用
水
な
ど
を
統
合
し
中
濃
用
水
と
呼

ん
で
お
り
、
美
濃
市
か
ら
関
市
、
山
県
市
、
岐
阜
市
の
農
地
を
潤
し

て
い
ま
す
。

倉
知
用
水　

　

倉
知
用
水
は
、
津
保
川
の
水
に
よ
り
関
市
の
農
地
を
潤
し
て
い
ま

す
。
こ
の
用
水
の
頭
首
工
（
河
川
な
ど
よ
り
用
水
路
へ
か
ん
が
い
用

水
を
引
き
入
れ
る
施
設
の
総
称
）
は
、
江
戸
時
代
初
期
の
寛
永
十
年

頃
（
千
六
百
三
十
三
年
）
に
、
村
有
林
か
ら
材
料
を
切
り
出
し
、
受

益
者
の
奉
仕
に
よ
り
建
設
さ
れ
ま
し
た
が
、
度
重
な
る
水
害
に
よ
り

毎
年
の
様
に
大
規
模
な
補
修
が
必
要
で
し
た
。
現
在
は
、
昭
和
四
十

五
年
に
行
わ
れ
た
津
保
川
の
河
川
改
修
に
よ
り
近
代
的
な
姿
に
生
ま

れ
変
わ
り
、
か
っ
て
の
松
丸
太
と
石
で
積
み
上
げ
ら
れ
て
い
た
姿
は

想
像
で
き
ま
せ
ん
。

美
並
用
水　

　

郡
上
市
美
並
町
の
農
地
に
長
良
川
の
水
を
運
ぶ
美
並
用
水
に
は
、

江
戸
時
代
に
作
ら
れ
た
隧
道
（
ト
ン
ネ
ル
）
が
あ
り
、
当
時
の
土
木

技
術
を
伝
え
る
貴
重
な
史
跡
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

寛
文
五
年
（
１
６
６
５
）
、
当
時
の
郡
上
藩
主
の
命
を
受
け
た
高

田
関
左
衛
門
は
、
大
阪
か
ら
水
翁
（
す
い
お
う
）
と
い
う
技
術
者
を

招
き
、
当
時
最
も
困
難
と
言
わ
れ
た
ト
ン
ネ
ル
を
完
成
さ
せ
ま
し
た

。
工
事
は
、
峠
の
頂
上
に
水
平
器
を
置
き
入
口
と
出
口
の
高
低
を
測

り
な
が
ら
双
方
よ
り
掘
り
進
め
ら
れ
た
と
記
録
が
残
さ
れ
て
い
ま
す

　

豊
か
に
な
っ
た
福
野
地
区
の
村
人
が
関
左
衛
門
の
遺
徳
を
後
世
に

伝
え
る
た
め
に
建
て
た
碑
と
、
ト
ン
ネ
ル
中
央
部
に
残
る
下
流
側
が

約
十
五
セ
ン
チ
低
い
段
差
は
、
当
時
の
歓
喜
と
技
術
の
高
さ
を
現
在

に
伝
え
て
く
れ
ま
す
。

小
渕
た
め
池　

　

久
々
利
川
の
上
流
に
は
、
耕
地
の
水
害
や
干
ば
つ
被
害
を
防
止
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
小
渕
た
め
池
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
池
は
、
建

設
地
周
辺
の
地
質
が
節
理
の
甚
だ
し
い
硬
質
の
頁
（
け
つ
）
岩
で
あ

っ
た
た
め
、
堤
体
（
て
い
た
い
）
の
材
料
に
、
岩
石
、
砂
利
、
土
を

用
い
た
日
本
で
最
初
の
ロ
ッ
ク
フ
ィ
ル
ダ
ム
で
す
。

　

材
料
と
な
っ
た
岩
は
、
上
流
約
３
０
０
メ
ー
ト
ル
よ
り
採
取
さ
れ

、
築
堤
は
、
ト
ロ
ッ
コ
で
運
ば
れ
た
岩
を
３
０
セ
ン
チ
程
度
の
大
き

さ
に
割
っ
た
後
、
一
段
一
段
積
み
上
げ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

昭
和
二
十
七
年
に
完
成
し
た
小
渕
た
め
池
は
、
築
造
後
六
十
年
余
り

が
経
過
し
、
地
域
の
風
景
に
溶
け
込
み
、
可
児
市
で
も
有
数
の
美
し

い
水
辺
と
な
っ
て
い
ま
す
。



恵那市内

中津川市付知町内 中津川市坂下町内

田ケロー

み ど り

『ぎふ水土里のプロジェクト』
　岐阜県では、水・土・里を美しい姿のまま未来
に残し、その大切さを県民の皆様に知っていただ
くための取り組みを展開しています。

三
郷
・
山
本
用
水　

　

山
本
用
水
は
、
江
戸
時
代
中
期
の
明
和
七
年
か
ら
八
年
（
１
７
７
０

〜
１
７
７
１
）
に
庄
屋
新
三
郎
が
計
画
し
、
岩
村
藩
主
に
願
い
出
た
の

が
始
ま
り
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
対
岸
の
三
郷
用
水
は
、
山
本
用
水
よ

り
取
水
歴
が
古
い
こ
と
か
ら
取
水
口
を
上
流
に
設
け
優
先
取
水
し
て
い

ま
し
た
が
、
両
用
水
の
間
に
は
、
度
々
水
を
巡
る
激
し
い
争
い
が
起
き

て
い
ま
し
た
。
文
化
十
一
年
（
１
８
１
４
）
に
は
、
阿
木
川
の
水
を
２

対
１
に
分
水
す
る
協
議
が
両
用
水
で
成
立
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
大
正
十
四
年
（
１
９
２
５
）
の
大
水
害
を
き
っ
か
け
に
、
現
在

の
位
置
に
取
水
堰
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
も
、
阿
木
川
左
岸
か
ら

三
郷
用
水
、
右
岸
か
ら
山
本
用
水
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
地
に
清
流
を

運
び
続
け
て
い
ま
す
。

鱒
淵
用
水
（
ま
す
ぶ
ち
よ
う
す
い
）　

　

近
世
美
濃
国
二
大
用
水
と
言
わ
れ
て
い
る
の
は
、
美
濃
市
内
か
ら
長

良
川
の
水
を
運
ぶ
曽
代
用
水
と
、
付
知
川
大
川
用
水
（
鱒
淵
用
水
）
で

す
。
平
坦
地
に
あ
る
曽
代
用
水
と
比
較
し
、
鱒
淵
用
水
は
山
間
峡
谷
、

断
崖
絶
壁
の
難
所
を
延
々
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
あ
ま
り
に
わ
た
る
用
水
路

で
す
。

　

当
時
の
付
知
村
に
は
、
水
さ
え
あ
れ
ば
田
畑
を
開
墾
で
き
る
平
坦
地

が
あ
っ
た
が
、
山
々
に
小
谷
が
少
な
く
、
そ
の
僅
か
な
谷
川
も
水
量
が

乏
し
く
開
拓
の
余
地
が
あ
り
な
が
ら
長
い
間
放
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

水
を
求
め
る
村
民
の
願
い
が
叶
っ
た
の
は
、
文
政
十
三
年
（
１
８
３

０
）
の
こ
と
で
す
。
お
よ
そ
六
十
メ
ー
ト
ル
眼
下
を
流
れ
る
付
知
川
の

水
が
、
は
る
か
上
流
か
ら
届
い
た
時
、
居
並
ぶ
村
民
の
感
激
は
筆
舌
に

尽
く
せ
な
か
っ
た
と
の
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。

上
井
用
水
（
う
わ
い
よ
う
す
い
）　

　

中
津
川
市
坂
下
に
あ
る
上
井
用
水
は
、
取
水
口
を
島
井
田
（
し
ま
い

で
ん
）
に
設
け
、
愛
宕
山
（
あ
た
ご
や
ま
）
を
ま
わ
り
川
上
川
の
水
を

運
び
続
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
用
水
は
、
江
戸
時
代
に
苗
木
藩
の
開
田
開
発
が
進
む
中
、
朝
倉

氏
が
開
削
工
事
を
手
掛
け
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。
そ
の
後
、
悲
壮
な

最
後
を
遂
げ
た
朝
倉
氏
の
遺
志
は
、
水
口
源
左
衛
門
と
安
江
陽
秀
に
引

き
継
が
れ
ま
し
た
。
用
水
工
事
の
着
手
に
藩
主
が
出
し
た
条
件
は
「
工

事
失
敗
に
終
わ
っ
た
も
の
な
ら
、
た
だ
ち
に
朝
倉
同
様
打
ち
首
を
覚
悟

せ
よ
」
と
実
に
厳
し
い
通
告
で
し
た
。

　

今
も
静
か
に
流
れ
る
水
に
は
、
三
人
の
献
身
的
な
努
力
と
涙
、
そ
し

て
当
時
の
村
人
の
喜
び
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

東
濃
圏
域



中津川市内 中津川市付知町内 中津川市加子母地内

中津川市内 土岐市内 中津川市蛭川地内

付
知
川
右
岸
用
水　

　

中
津
川
市
の
通
称
西
山
台
地
は
、
農
業
に
必
要
な
か
ん
が
い
用
水

を
、
天
然
の
降
雨
や
地
区
内
の
ご
く
わ
ず
か
な
た
め
池
に
頼
る
極
度

の
乾
燥
地
帯
で
し
た
。
台
地
の
す
ぐ
近
く
に
は
、
木
曽
川
が
あ
る
が

、
水
面
は
１
３
０
メ
ー
ト
ル
下
に
あ
り
利
用
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

昭
和
の
中
期
、
隣
村
の
福
岡
町
に
お
い
て
は
、
付
知
川
を
水
源
と

す
る
水
路
の
建
設
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
時
の
市
長
間
孔
太
郎
は
、

「
こ
の
時
を
逸
し
他
に
名
案
無
し
」
と
決
意
新
た
に
県
や
国
へ
再
三

陳
情
を
行
い
、
つ
い
に
は
、
福
岡
町
か
ら
木
曽
川
に
水
管
橋
を
架
し

て
西
山
地
区
ま
で
水
を
導
水
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
付
知
川
の

清
流
を
十
数
キ
ロ
に
わ
た
り
運
ぶ
水
路
の
末
端
に
は
、
苦
労
し
て
得

た
水
を
で
き
る
だ
け
均
等
に
分
水
す
る
た
め
に
、
円
筒
分
水
工
が
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
肥
田
用
水　

　

土
岐
市
に
あ
る
一
級
河
川
肥
田
川
の
西
岸
に
広
が
る
高
台
は
、
中

肥
田
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
地
区
は
、
河
川
よ
り
高
い
位
置
に
あ
る
た
め
、
か
ん
が
い
用

水
の
す
べ
て
を
地
区
内
か
ら
の
取
水
で
ま
か
な
う
こ
と
は
不
可
能
で

し
た
。
こ
の
た
め
当
時
の
村
人
は
、
岩
村
領
主
と
交
渉
し
、
対
岸
の

上
肥
田
地
内
に
取
水
堰
を
作
り
、
合
わ
せ
て
た
め
池
も
築
造
し
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

十
七
世
紀
前
半
頃
に
作
ら
れ
た
用
水
路
や
た
め
池
は
、
そ
の
後
も

災
害
の
度
に
改
修
や
補
修
が
行
わ
れ
、
多
く
の
労
力
と
費
用
が
投
じ

ら
れ
守
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

弓
場
第
１
た
め
池　

　

豊
臣
秀
吉
に
よ
っ
て
太
閤
検
地
が
行
わ
れ
た
４
百
年
ほ
ど
前
、
蛭

川
村
（
現
中
津
川
市
）
で
は
、
米
の
収
穫
高
が
約
１
３
０
ｔ
あ
っ
た

と
記
録
が
あ
り
ま
す
。

　

江
戸
時
代
に
入
り
、
苗
木
藩
の
領
地
と
な
っ
た
蛭
川
村
で
は
、
藩

の
進
め
に
よ
り
新
し
い
田
畑
が
拓
か
れ
、
そ
の
名
残
と
し
て
新
開
（

和
田
）
、
新
田
畑
（
今
洞
）
、
新
田
（
一
之
瀬
・
田
原
）
な
ど
の
地

名
が
残
っ
て
い
ま
す
。
新
田
開
発
に
伴
っ
て
必
要
に
な
っ
た
水
は
、

川
か
ら
の
引
き
入
れ
だ
け
で
は
足
り
ず
、
多
く
の
た
め
池
が
築
造
さ

れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
蛭
川
地
内
に
は
約
２
０
０
箇
所
の
た
め
池
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
中
の
一
つ
で
あ
る
弓
場
第
１
た
め
池
は
、
天
保
四
年
（
１
８
３

３
）
に
築
造
さ
れ
、
約
二
百
年
に
亘
り
水
を
貯
え
続
け
て
い
ま
す
。

中
津
川
第
１
用
水　

　

中
津
川
第
１
用
水
の
創
設
は
、
江
戸
時
代
中
期
の
寛
文
二
年
（
１
６

６
２
）
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
頃
は
、
元
和
元
年
の
大
阪
夏
の

陣
よ
り
五
十
年
前
後
を
経
て
、
国
内
が
安
定
し
て
く
る
と
同
時
に
、
さ

か
ん
に
新
田
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
た
時
期
で
し
た
。

　

中
津
川
宿
村
は
じ
ま
っ
て
以
来
の
大
工
事
は
、
時
の
代
官
山
村
良
豊

公
の
下
命
に
よ
り
、
土
木
技
術
と
施
工
知
識
を
も
つ
大
工
の
古
橋
源
治

郎
が
、
工
事
の
主
要
部
分
を
担
当
し
や
り
遂
げ
ま
し
た
。
こ
の
功
績
を

た
た
え
昭
和
二
十
八
年
に
は
、
八
幡
神
社
の
境
内
に
「
古
橋
翁
顕
彰
碑

」
が
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

西
股
用
水　

　

江
戸
時
代
末
期
に
開
発
さ
れ
た
西
股
用
水
は
、
西
股
本
谷
（
付
知
川

上
流
）
を
取
水
口
と
し
、
付
知
村
（
現
中
津
川
市
付
知
町
）
の
農
業
と

村
人
の
生
活
を
大
き
く
変
え
た
村
の
５
大
用
水
（
当
時
）
の
一
つ
で
す

　

ま
た
、
用
水
路
の
途
中
に
あ
る
隧
道
（
ト
ン
ネ
ル
）
は
、
加
地
勇
次

郎
に
よ
っ
て
長
年
に
わ
た
っ
て
仕
込
ま
れ
た
石
工
た
ち
の
技
術
力
の
結

晶
で
す
。
こ
の
技
術
は
、
岩
を
壊
す
時
に
、
岩
の
上
で
火
を
た
い
て
岩

を
あ
か
め
（
熱
し
て
）
冷
水
を
か
け
て
割
れ
目
を
つ
く
る
な
ど
独
創
的

な
も
の
で
あ
り
、
工
期
の
短
縮
や
通
水
効
率
の
向
上
に
大
き
く
寄
与
し

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
も
利
用
さ
れ
て
い
る
隧
道
は
、
中
津
川
市
の
指
定
記
念
物
と
し

て
、
当
時
の
技
術
を
後
世
に
伝
え
続
け
て
い
ま
す
。

神
林
用
水　

　

神
林
用
水
は
、
中
津
川
市
加
子
母
に
位
置
し
、
白
川
（
加
子
母
川
）

の
水
を
お
よ
そ
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
地
に
水
を
運
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
用
水
の
起
源
は
、
享
和
三
年
（
１
８
０
３
）
、
加
子
母
村
吉
金

組
の
百
姓
総
代
で
あ
っ
た
梅
田
親
兵
衛
が
、
神
林
井
水
の
拡
幅
及
び
延

長
に
つ
い
て
、
関
係
組
頭
の
連
署
を
太
田
代
官
所
に
提
出
し
た
こ
と
に

始
ま
り
ま
す
。
お
よ
そ
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
用
水
路
な
ど
は
、
所
用
人

足
千
二
十
三
人
、
そ
の
賃
金
等
に
九
十
七
両
を
費
や
し
た
と
の
記
録
が

あ
り
ま
す
。

　

そ
の
後
の
災
害
に
よ
り
幾
度
と
な
く
復
旧
さ
れ
た
水
路
に
当
時
の
面

影
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
運
ば
れ
て
い
る
水
に
は
お
よ
そ
二
百
年
も
の
歴

史
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。



下呂市萩原町内 高山市丹生川町内

高山市朝日町内 下呂市萩原町内 高山市久々野町内

萩
原
中
央
用
水　

　

明
治
時
代
、
萩
原
町
の
川
東
地
区
は
、
渓
流
沿
い
に
水
田
が
点
在
し

て
い
ま
し
た
が
、
大
正
に
入
り
耕
地
整
理
組
合
が
設
立
さ
れ
、
新
た
に

飛
騨
川
か
ら
取
水
す
る
萩
原
中
央
用
水
の
建
設
を
含
む
一
大
事
業
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
事
業
が
完
成
し
た
大
正
１
３
年
に
は
、
地
域
の
水
田

面
積
が
、
当
初
の
５
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
か
ら
お
よ
そ
３
倍
拡
大
し
、
地
域

経
済
に
飛
躍
的
発
展
を
も
た
ら
し
た
と
記
録
が
あ
り
ま
す
。
現
在
は
、

水
路
沿
い
に
遊
歩
道
が
整
備
さ
れ
、
毎
年
「
魚
つ
か
み
大
会
」
や
「
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
」
が
開
か
れ
る
な
ど
、
地
域
の
方
々
か
ら
生
活
に
潤

い
を
も
た
ら
す
用
水
路
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

羽
根
用
水　

　

下
呂
市
萩
原
町
羽
根
の
新
田
開
墾
は
、
江
戸
時
代
中
期
の
享
和
元
年

（
１
８
０
１
）
こ
ろ
か
ら
始
め
ら
れ
た
が
、
水
不
足
や
水
害
な
ど
に
よ

り
困
難
を
極
め
た
と
の
記
録
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
開
墾
に
あ
わ
せ
、
文
政
年
間
（
１
８
２
０
年
代
）
に
、
九
良
四
郎

英
常
ら
羽
根
の
農
民
は
、
益
田
川
（
現
飛
騨
川
）
の
水
を
引
き
込
む
計

画
を
立
て
ま
し
た
が
、
当
時
の
郡
代
に
は
聞
き
入
れ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

明
治
時
代
に
入
り
高
山
県
の
梅
村
速
水
知
事
は
、
羽
根
の
水
不
足
解

消
の
た
め
に
、
都
筑
九
良
四
郎
を
「
観
農
役
」
に
任
命
し
、
約
七
・
二

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
水
路
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

小
屋
名
用
水　

　

江
戸
時
代
末
期
の
安
政
二
年
（
１
８
５
５
）
、
大
字
小
屋
名
に
住
む

豪
農
、
森
久
次
は
、
益
田
川
（
現
飛
騨
川
）
の
水
を
か
ん
が
い
用
水
と

し
て
利
用
す
る
た
め
に
、
資
産
の
大
半
を
傾
け
る
覚
悟
で
大
工
事
の
決

意
を
し
ま
し
た
。
最
も
困
難
を
極
め
た
箇
所
は
、
取
り
入
れ
口
付
近
の

岩
盤
掘
り
抜
き
で
す
。
驚
く
こ
と
は
、
延
長
三
十
六
間
（
約
七
十
メ
ー

ト
ル
）
、
高
さ
六
尺
（
約
二
メ
ー
ト
ル
）
、
幅
五
尺
（
約
一
．
七
メ
ー

ト
ル
）
も
の
隧
道
（
ト
ン
ネ
ル
）
が
、
の
み
だ
け
を
頼
り
に
す
べ
て
人

力
で
く
り
抜
か
れ
た
事
で
す
。

　

現
在
、
小
屋
名
用
水
と
呼
ば
れ
る
そ
の
用
水
の
一
部
は
、
先
人
達
の

偉
大
な
遺
産
と
し
て
高
山
市
の
文
化
財
に
も
指
定
さ
れ
、
美
し
い
風
景

の
中
に
溶
け
込
ん
で
い
ま
す
。

上
野
平
用
水　

　

金
森
三
代
重
頼
の
命
に
よ
り
寛
永
十
年
（
１
６
３
３
）
こ
ろ
に
始
め

ら
れ
た
高
山
市
丹
生
川
町
の
西
に
広
が
る
上
野
平
の
開
墾
は
、
水
が
十

分
に
な
く
長
い
間
進
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

人
々
の
願
い
が
叶
い
昭
和
十
三
年
に
よ
う
や
く
用
水
路
の
建
設
が
始

ま
っ
た
も
の
の
、
太
平
洋
戦
争
な
ど
に
よ
り
思
う
よ
う
に
進
ま
ず
、
完

成
し
た
の
は
十
五
年
あ
ま
り
後
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
工
事
に
は

、
戦
前
、
戦
後
の
物
資
が
少
な
く
生
活
が
苦
し
い
中
に
あ
っ
て
、
の
べ

三
十
六
万
五
千
も
の
人
が
従
事
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

北
ア
ル
プ
ス
か
ら
流
れ
出
る
小
八
賀
川
の
水
は
、
今
も
の
べ
三
十
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
の
上
野
平
用
水
を
通
じ
農
地
に
運
ば
れ
続
け
て
い
ま
す
。

野
中
用
水　

　

江
戸
時
代
末
期
の
文
政
十
年
（
１
８
１
３
）
、
朝
日
村
（
現
高
山
市

朝
日
町
）
の
青
屋
地
区
で
は
、
主
食
で
あ
る
お
米
の
増
産
を
図
る
た
め

に
野
中
用
水
の
新
設
が
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
当
時
の
朝
日
村

で
は
、
畑
作
に
頼
る
農
業
が
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、
十
分
な
食
料
を
保

つ
こ
と
が
叶
わ
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。

　

用
水
路
工
事
は
、
資
金
難
に
よ
り
幾
度
も
中
断
が
な
さ
れ
、
希
望
の

水
が
、
約
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
長
い
用
水
路
全
体
に
流
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、
工
事
開
始
か
ら
五
十
年
あ
ま
り
後
の
明
治
十
七
年
の
こ
と

で
す
。

　

そ
の
後
、
何
回
か
修
理
が
加
え
ら
れ
た
用
水
路
は
、
今
も
し
め
や
か

に
水
を
運
び
続
け
て
い
ま
す
。

飛
騨
圏
域
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井
口
用
水　

　

宮
川
は
、
川
上
岳
（
か
お
れ
だ
け
）
を
源
流
と
し
、
小
八
賀
川
や
荒

城
川
な
ど
と
合
流
し
な
が
ら
、
県
境
付
近
で
高
原
川
と
合
流
し
、
神
通

川
と
な
り
富
山
湾
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
宮
川
の
最
も
上
流
に
位

置
す
る
高
山
市
一
之
宮
町
（
旧
宮
村
）
で
は
、
谷
水
を
利
用
し
た
か
ん

が
い
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
耕
地
が
広
が
る
に
つ
れ
、
江
戸
時
代
の

初
め
頃
よ
り
宮
川
の
水
を
農
業
用
水
と
し
て
利
用
し
始
め
た
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
町
内
に
鎮
座
す
る
水
無
神
社
の
前
の
川
原
は
、
安
永

二
年
（
１
７
７
３
）
に
発
生
し
た
安
永
騒
動
（
百
姓
一
揆
）
の
宮
村
総

集
会
の
場
と
し
て
使
わ
れ
た
と
い
う
記
録
も
残
っ
て
い
ま
す
。
町
内
の

農
業
用
水
路
は
、
昭
和
四
十
二
年
の
土
地
改
良
事
業
に
よ
り
再
整
備
さ

れ
、
現
在
も
清
流
を
運
び
続
け
て
い
ま
す
。

若
林
用
水　

　

小
八
賀
川
（
こ
は
ち
が
か
わ
）
の
沿
岸
で
は
、
両
面
宿
儺
が
亡
び
た

後
、
大
和
朝
廷
系
統
の
人
た
ち
に
よ
っ
て
開
拓
さ
れ
、
農
業
を
営
む
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
若
林
用
水
は
、
戦
国
時
代
に
あ
っ
た
尾
崎
城
の
城

主
塩
屋
筑
前
守
秋
貞
よ
る
歓
農
策
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
上
杉
謙
信
に
従
っ
て
北
国
よ
り
塩
、
米
を
輸
入
し
て
飛
騨
の
米
、

塩
を
掌
中
に
収
め
て
富
有
で
あ
っ
た
塩
屋
氏
は
、
丹
生
川
町
町
方
・
坊

方
を
開
発
す
る
た
め
に
、
自
ら
の
富
力
と
権
力
を
傾
け
、
小
八
賀
郷
中

の
農
民
を
駆
使
し
て
用
水
路
を
完
成
し
た
と
の
記
録
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
用
水
路
沿
い
に
は
、
平
湯
街
道
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
街
道
の
荷
役

を
担
う
伝
馬
を
洗
う
馬
洗
場
や
道
祖
神
祠
（
ほ
こ
ら
）
な
ど
、
今
も
当

時
の
面
影
が
数
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。

宮
川
右
岸
用
水　

　

古
川
町
の
上
気
多
や
下
気
多
地
区
で
は
、
か
ん
が
い
用
水
な
ど
を
わ

ず
か
な
山
の
出
水
に
頼
っ
て
い
た
た
め
、
全
体
的
に
水
量
が
不
足
し
て

い
ま
し
た
。
日
照
り
が
続
い
た
時
に
は
、
春
の
苗
取
り
の
苗
を
、
桶
で

水
を
運
び
洗
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
も
あ
っ
た
と
さ
れ
ま
す
。
こ
の

水
不
足
の
解
消
は
、
水
の
取
り
入
れ
場
所
や
経
費
な
ど
の
問
題
が
あ
り

、
長
い
間
実
現
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
昭
和
二
十
六
年
か
ら
実
施
さ
れ
た

事
業
の
計
画
樹
立
に
お
い
て
も
、
宮
川
右
岸
用
水
の
主
受
益
地
は
古
川

町
で
あ
る
が
、
取
水
地
点
を
国
府
町
地
内
に
求
め
た
こ
と
で
、
交
渉
調

整
に
多
大
の
労
苦
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
三
十
三
年
に
完

成
し
た
用
水
路
は
、
桜
野
用
水
や
大
野
用
水
、
荒
城
川
か
ら
取
水
し
て

い
る
鶴
巣
用
水
が
系
統
的
に
整
理
さ
れ
、
現
在
も
清
流
を
運
び
続
け
て

い
ま
す
。

瀬
戸
川
用
水　

　

天
正
十
三
年
（
１
５
８
５
）
、
豊
臣
秀
吉
の
命
を
受
け
、
戦
国
武
将

金
森
長
近
は
、
飛
騨
に
攻
め
入
り
翌
年
に
は
飛
騨
国
主
と
な
り
城
下
町

の
形
成
に
力
を
注
い
で
い
ま
し
た
。
こ
の
金
森
氏
と
可
重
親
子
に
よ
っ

て
、
飛
騨
市
古
川
町
は
、
増
島
城
を
中
心
に
整
え
ら
れ
ま
し
た
。
瀬
戸

川
用
水
は
、
増
島
城
の
お
堀
の
余
り
水
を
引
い
て
開
田
さ
れ
る
た
め
に

築
造
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
瀬
戸
屋
源
兵
衛
が
工
事
を
監
督
し
た
こ
と

か
ら
「
瀬
戸
川
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
の
こ
と
。
現
在
も
、

農
業
用
水
の
ほ
か
防
火
用
水
、
流
雪
溝
、
夏
場
に
は
打
ち
水
な
ど
と
し

て
利
用
さ
れ
生
活
に
欠
か
せ
な
い
用
水
と
し
て
地
域
住
民
か
ら
大
切
に

守
ら
れ
て
い
ま
す
。

高
原
用
水　

　

古
く
か
ら
高
原
郷
と
呼
ば
れ
、
県
の
最
北
端
に
あ
る
上
宝
町
は
、
北

ア
ル
プ
ス
連
峰
の
山
ろ
く
地
帯
に
あ
り
四
方
を
山
に
囲
ま
れ
た
地
域
で

す
。
こ
の
地
域
の
眼
下
に
流
れ
る
高
原
川
は
、
北
ア
ル
プ
ス
を
水
源
と

し
、
宮
川
に
合
流
し
富
山
湾
へ
続
い
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
、
河
川
沿

岸
に
は
、
既
に
集
落
や
農
地
が
点
在
し
て
い
ま
し
た
が
、
水
量
豊
富
な

高
原
川
か
ら
の
引
き
水
は
、
当
時
と
し
て
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う

で
す
。
こ
の
構
想
が
具
体
的
に
進
み
始
め
た
の
は
、
日
中
戦
争
の
戦
時

対
策
と
し
て
食
料
増
産
奨
励
が
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と

。
昭
和
三
十
二
年
に
は
、
様
々
な
問
題
を
乗
り
越
え
よ
う
や
く
約
１
８

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
お
よ
ぶ
導
水
路
が
完
成
し
ま
し
た
。

荻
町
用
水　

　

人
類
共
通
の
宝
物
と
し
て
、
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
白
川
村

は
、
訪
れ
る
観
光
客
に
合
掌
造
り
と
呼
ば
れ
る
独
特
な
家
の
造
り
を
始

め
と
し
た
幻
想
的
な
風
景
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

村
内
の
荻
町
に
は
、
数
多
く
の
史
跡
と
と
も
に
、
か
ん
が
い
用
水
や

防
火
用
水
な
ど
と
し
て
生
活
に
欠
か
せ
な
い
水
が
用
水
路
に
流
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
水
の
多
く
は
、
白
川
村
と
飛
騨
市
河
合
町
を
つ
な
ぐ
天
生

峠
に
あ
る
国
道
近
く
の
沢
を
水
源
と
し
て
い
ま
す
。
お
よ
そ
標
高
６
０

０
メ
ー
ト
ル
付
近
で
取
水
し
た
水
は
、
荻
町
用
水
を
通
じ
て
、
お
よ
そ

標
高
５
０
０
メ
ー
ト
ル
の
荻
町
ま
で
運
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

人
目
に
つ
か
な
い
山
腹
を
流
れ
る
荻
町
用
水
の
水
は
、
今
も
粛
々
と

村
を
支
え
続
け
て
い
ま
す
。




